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1.  平成24年3月期第1四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 1,142 △24.3 △117 ― △118 ― △105 ―
23年3月期第1四半期 1,508 △27.8 △84 ― △124 ― △130 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 △0.61 ―
23年3月期第1四半期 △0.76 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 4,593 1,870 40.7
23年3月期 5,120 1,976 38.6
（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  1,870百万円 23年3月期  1,976百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ―
24年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,650 △4.5 △120 ― △130 ― △200 ― △1.16
通期 6,380 17.1 △50 ― △90 ― △440 ― △2.54



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 173,142,890 株 23年3月期 173,142,890 株
② 期末自己株式数 24年3月期1Q 143,450 株 23年3月期 143,450 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 172,999,440 株 23年3月期1Q 173,005,485 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続が実施中であります。  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(将来に関する記述等についてのご注意) 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
(金額の表示単位の変更について) 
当社の四半期財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額は、従来、百万円単位で記載しておりましたが、当第1四半期会計期間及び当第1四半期累計期
間より千円単位で記載することに変更いたしました。なお、比較を容易にするため、前事業年度、前第1四半期会計期間及び前第1四半期累計期間についても
千円単位に変更しております。 
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  当第1四半期累計期間における日本経済は、平成23年3月に発生した東日本大震災の影響により、企業

の生産活動が停滞する等急速に落ち込んだものの、サプライチェーンの復旧が進んできたことに伴い、

企業の生産活動も徐々に回復の兆しが見えております。企業や家計のマインドは改善しつつあるもの

の、電力不足や為替の円高基調等、景気の本格回復には程遠い状況にあります。 

 一方、公共事業におきましては昨年度に引き続き低調に推移しており、橋梁業界における鋼橋の発注

量も前年第1四半期累計期間に比べ大幅に落ち込み、依然厳しい状況が続いております。東日本大震災

に対する復興支援については、国土交通省から被災地の復興基本方針が発表され、その中でも道路の再

建と新設が重要な施策として位置づけられており、特に三陸縦貫自動車道の早期全線開通に向けた取り

組みの方向性が示される等、ライフラインである道路の役割について再認識されてまいりました。しか

し、復興に向けた本格的な工事の着工までにはもう暫く時間を要するため、足元の事業環境は依然とし

て厳しく不透明な状態が続いております。 

 このような状況下、当社は入札結果の徹底した分析や、技術提案部門並びに積算部門を中心に数次に

亘る組織の見直しを図り、受注体制の強化を図ってまいりました。その結果、総合評価方式における技

術評価点および積算精度が向上し、前年第4四半期会計期間より国土交通省の中部地方整備局・九州地

方整備局、西日本高速道路株式会社および千葉県等の工事を受注することができ、受注回復の兆しが見

えてまいりました。しかし、当第１四半期累計期間においては例年発注が少ない期間である上に東日本

大震災の影響なども重なり、当社応札件数も少なく、誠に遺憾ながら新規物件の受注獲得には至らなか

ったため、受注高は前年同期比501,986千円減の42,529千円（前年同期比92.2％減）に留まり、前年同

四半期累計期間を大きく下回ることとなりました。 

 完成工事高は、前期末受注残高の減少および当第1四半期累計期間の受注不振の影響等により、前年

同期比365,915千円減の1,142,419千円（前年同期比24.3%減）となりました。 

 損益面では、完成工事高の大幅な減少により、営業損失は117,611千円（前年同四半期営業損失は

84,232千円）、経常損失は118,271千円（前年同四半期経常損失は124,758千円）、四半期純損失は

105,426千円（前年同四半期純損失は130,890千円）となりました。 

 しかしながら、その後の第2四半期においては、前年第4四半期に続いて受注強化策の効果が現れ、国

土交通省関東地方整備局並びに中部地方整備局の大型工事を受注することができました。第2四半期以

降についても受注強化策をさらに強化し、新規工事の確保に向け、全力を傾注してまいります。 

  

  なお当社の事業は、鋼構造物事業に一本化しているため、セグメントに関する業績は記載しておりま

せん。 

  

1. 当四半期決算に関する定性的情報

 (1) 経営成績に関する定性的情報

株式会社サクラダ（5917）　平成24年3月期　第1四半期決算短信（非連結）

－2－



  

  当第1四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ526,747千円減少し4,593,269千円

（前事業年度末比10.3％減）となりました。流動資産は3,413,884千円となり、前事業年度末に比べ

692,285千円減少しました。この主な要因は、現金預金が655,524千円減少したことによるものでありま

す。固定資産は1,179,385千円となり、前事業年度末に比べ165,538千円増加しました。この主な要因

は、袖ケ浦工場の敷金を差入れたことによるものであります。 

  負債については、前事業年度末に比べ421,321千円減少し、2,722,503千円（前事業年度末比13.4％

減）となりました。この主な要因は、支払手形137,344千円、工事未払金46,056千円及び工事損失引当

金194,000千円が減少したことによるものであります。 

  純資産については、前事業年度末に比べ105,426千円減少し1,870,766千円（前事業年度末比5.3％

減）となりました。この主な要因は、四半期純損失105,426千円を計上したことによるものでありま

す。この結果、自己資本比率は40.7％となりました 

  

平成24年3月期の業績予想については、第2四半期累計期間、通期とも、平成23年5月13日に公表いた

しました業績予想の内容と変更はありません。 

  

 (2) 財政状態に関する定性的情報

 (3) 業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当社は前事業年度及び当第1四半期会計期間における受注不振の影響により、完成工事高が減少し、

当第1四半期会計期間において、117,611千円の営業損失及び118,271千円の経常損失を計上いたしまし

た。当該状況により、前事業年度に引き続き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が

存在しております。 

  当社はこれらの状況を打開するため、当第1四半期においても入札結果の徹底した分析を行い、技術

提案部門や積算部門を中心に組織の見直しを図り、受注体制の強化を図ってまいりました。その結果、

第2四半期に入り、国土交通省の大型工事を受注する等、受注強化策の効果が徐々に現れてきておりま

す。 

  しかしながら、十分な受注残高の確保までには至っておらず、また今後の事業継続に必要となる受注

の確保にも不透明な部分が存在する中、営業損失及び経常損失解消策の実施途上にあることから、現時

点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

  当社といたしましては、当該不確実性を出来るだけ速やかに払拭できるよう全社を挙げて鋭意努力し

てまいります。 

  

2. サマリー情報(その他)に関する事項

 (1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 (2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

3. 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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4. 四半期財務諸表

 (1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,736,840 1,081,316

受取手形 40,950 29,600

完成工事未収入金 2,190,926 2,110,861

たな卸資産 － 11,985

原材料及び貯蔵品 13,168 －

前渡金 13,288 70,530

未収入金 58,135 －

その他 52,859 109,590

流動資産合計 4,106,169 3,413,884

固定資産

有形固定資産

建物 69,874 69,874

減価償却累計額 △44,268 △44,671

建物（純額） 25,606 25,203

構築物 1,202,931 1,202,931

減価償却累計額 △982,864 △987,414

構築物（純額） 220,066 215,516

機械及び装置 2,959,403 2,959,403

減価償却累計額 △2,658,730 △2,675,907

機械及び装置（純額） 300,672 283,496

車両運搬具 63,371 63,371

減価償却累計額 △59,747 △60,051

車両運搬具（純額） 3,623 3,319

工具、器具及び備品 197,390 197,390

減価償却累計額 △159,430 △162,232

工具、器具及び備品（純額） 37,959 35,157

土地 268,410 268,410

建設仮勘定 － 901

有形固定資産合計 856,338 832,005

無形固定資産

電話加入権 300 300

無形固定資産合計 300 300

投資その他の資産

投資有価証券 115,721 114,861

関係会社株式 34,000 34,000

その他 8,487 199,218

貸倒引当金 △1,000 △1,000

投資その他の資産合計 157,209 347,080

固定資産合計 1,013,847 1,179,385

資産合計 5,120,017 4,593,269
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(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形 513,754 376,410

工事未払金 355,808 309,752

1年内返済予定の長期借入金 133,076 133,076

未払費用 149,247 119,757

未払法人税等 34,480 3,425

未払消費税等 － 37,492

未成工事受入金 92,537 81,235

賞与引当金 55,800 83,700

工事損失引当金 592,000 398,000

移転関連費用引当金 364,000 353,375

その他 23,517 5,808

流動負債合計 2,314,223 1,902,034

固定負債

退職給付引当金 724,438 738,009

環境対策引当金 10,500 10,500

繰延税金負債 90,544 68,217

その他 4,119 3,741

固定負債合計 829,601 820,469

負債合計 3,143,824 2,722,503

純資産の部

株主資本

資本金 1,402,742 1,402,742

資本剰余金

その他資本剰余金 12,594 12,594

資本剰余金合計 12,594 12,594

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 573,768 468,342

利益剰余金合計 573,768 468,342

自己株式 △12,913 △12,913

株主資本合計 1,976,192 1,870,766

純資産合計 1,976,192 1,870,766

負債純資産合計 5,120,017 4,593,269
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 (2) 四半期損益計算書

 第１四半期累計期間

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

完成工事高 1,508,335 1,142,419

完成工事原価 1,436,576 1,098,636

完成工事総利益 71,759 43,783

販売費及び一般管理費 155,991 161,394

営業損失（△） △84,232 △117,611

営業外収益

受取利息及び配当金 310 310

受取賃貸料 240 －

還付加算金 － 2,416

その他 478 487

営業外収益合計 1,028 3,213

営業外費用

支払利息 38,331 821

支払保証料 2,078 1,688

手形売却損 295 851

その他 849 513

営業外費用合計 41,555 3,874

経常損失（△） △124,758 △118,271

特別損失

事業構造改善費用 3,428 －

災害による損失 － 2,982

損害賠償負担金 － 2,956

その他 － 860

特別損失合計 3,428 6,799

税引前四半期純損失（△） △128,187 △125,070

法人税、住民税及び事業税 2,703 2,682

法人税等調整額 － △22,326

法人税等合計 2,703 △19,644

四半期純損失（△） △130,890 △105,426
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当社は前事業年度及び当第1四半期会計期間における受注不振の影響により、完成工事高が減少し、

当第1四半期会計期間において、117,611千円の営業損失及び118,271千円の経常損失を計上いたしまし

た。当該状況により、前事業年度に引き続き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が

存在しております。 

  当社はこれらの状況を打開するため、当第1四半期においても入札結果の徹底した分析を行い、技術

提案部門や積算部門を中心に組織の見直しを図り、受注体制の強化を図ってまいりました。その結果、

第2四半期に入り、国土交通省の大型工事を受注する等、受注強化策の効果が徐々に現れてきておりま

す。 

  しかしながら、十分な受注残高の確保までには至っておらず、また今後の事業継続に必要となる受注

の確保にも不透明な部分が存在する中、営業損失及び経常損失解消策の実施途上にあることから、現時

点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

  なお、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実

性の影響を四半期財務諸表には反映しておりません。 

  

該当事項はありません。 

  

 (3) 継続企業の前提に関する注記

 (4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当社の報告セグメントは、鋼構造物（橋梁およびその他の鉄構物）の設計、製作、組立、据付ならびに

販売を主な事業とする単一セグメントであるため、事業セグメントを記載しております。 

  

 
  

5. 補足情報

完成工事高、受注高及び受注残高

完成工事高 （単位：千円未満切捨）

セグメントの名称

前第1四半期累計期間 当第1四半期累計期間 前事業年度

(自 平成22年4月1日
  至 平成22年6月30日)

(自 平成23年4月1日
  至 平成23年6月30日)

(自 平成22年4月1日
  至 平成23年3月31日)

金額 金額 金額

 鋼構造物 1,502,843 1,137,865 5,398,783

 その他 5,492 4,554 49,161

 合  計 1,508,335 1,142,419 5,447,944

受注高 （単位：千円未満切捨）

セグメントの名称

前第1四半期累計期間 当第1四半期累計期間 前事業年度

(自 平成22年4月1日
  至 平成22年6月30日)

(自 平成23年4月1日
  至 平成23年6月30日)

(自 平成22年4月1日
  至 平成23年3月31日)

金額 金額 金額

 鋼構造物 539,023 37,974 3,176,968

 その他 5,492 4,554 49,161

 合  計 544,515 42,529 3,226,130

受注残高 （単位：千円未満切捨）

セグメントの名称

前第1四半期会計期間末 当第1四半期会計期間末 前事業年度末

(平成22年6月30日現在) (平成23年6月30日現在) （平成23年3月31日現在）

金額 金額 金額

 鋼構造物 5,489,483 3,131,599 4,231,489

 その他 － － －

 合  計 5,489,483 3,131,599 4,231,489

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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